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1. はじめに 

 近年、中学校在籍時から理科や数学に興味のある生徒の割合が減少する、理科離れ現象が問題視されて

いる[1]。この原因として、数式を扱うことにより、授業についていけなくなった生徒や実験が少なく興味をなくし

てしまう生徒が増えていることにある[2]。この対策として、学習内容を十分に理解するために、授業時間を増や

し、実験などの体験を授業に組み入れるなどの取組みが行われている[3]。初等中等教育において、科学の楽

しさを知ってもらうには、身近な物を利用した実験を行い、科学そのものに興味を持ってもらうことが重要であ

る。中でも音や光に関わる実験は、人の五感を刺激することから今日意味関心を持ちやすい。このような実験

の 1つにグラスハープがあげられる。グラスハープは、誰にでも簡単に音を鳴らすことができ、出来るグラス

ハープなら、科学に興味を持たせることが出来る。しかしながら、グラスハープの振動のメカニズムについて

は、明確にはなっていない部分も多く、教材として使用するには、共振メカニズムについて一層の理解が必要

である[4-6]。振動の理解を深めるためには、ガラスの振動を直接測定・評価することが有効である。ところで、

光の糸電話は比較的低価格であり、学生が興味を持って作成することのできる振動計測用のツールである。こ

の光の糸電話は、音によるガラスの振動の検出も可能である[1]。そこで、本研究では、グラスの振動を直接観

察できる光の糸電話を用いて、グラスハープの振動メカニズムについて検討を行うことを目的とした。 

 

2．実験方法 

 実験には、図 1に使用した市販のワイングラスを示す。グラスの振動は光の糸電話を用

いて測定した[1]。 レーザー光のスポット径は約 1mm程度である。また、レーザー光の反

射率を上げるため、グラス表面に金属箔を取り付けた。グラスハープの音は、マイクロフォ

ンで収録した。 測定されたグラスの振動データおよびグラスハープの音はフーリエ変換

により解析した。 

 

3. 実験結果  

  図 2はグラスハープの水面におけるグラスの振動と音についてフーリ

エ変換により得られた周波数特性を示している。この図より、グラスハープ

の音と液面におけるグラスの振動とが対応していることを確認した。 

 液面以外の位置におけるグラスに振動については、ポスターにて報告

する。 
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